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歴
史
民
俗
資
料
館
特
別
企
画
展

開
校
150
周
年
!

池
田
の
小
学
校

近
代
教
育
の
誕
生―

学
制
の
制
定

江
戸
か
ら
明
治
に
大
き
く
世
の
中
が
変

わ
り
、
学
び
の
場
に
も
大
き
な
変
化
が
あ

り
ま
し
た
。
明
治
政
府
は
、
富
国
強
兵
政

策
の
一
環
で
、
近
代
教
育
制
度
の
確
立
に

力
を
注
ぎ
ま
す
。
明
治
５（
１
８
７
２
）

年
、
フ
ラ
ン
ス
の
教
育
制
度
に
な
ら
っ
て

作
ら
れ
た
、
日
本
で
最
初
の
近
代
学
校
教

育
制
度「
学
制
」
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

「
学
制
」で
は
、
学
問
を
修
め
る
こ
と
は
、

立
身
出
世
の
た
め
に
な
る
と
説
か
れ
、
全

て
の
人
に
学
校
教
育
を
い
き
わ
た
ら
せ
る

こ
と
が
め
ざ
さ
れ
ま
し
た
。
以
降
、
全
国

各
地
に
小
学
校
が
つ
く
ら
れ
て
い
き
、
現

在
の
池
田
市
域
に
は
、
明
治
８（
１
８
７

５
）年
ま
で
に
４
校
が
開
校
し
ま
し
た
。

池
田
小
学
校
の
開
校 

　
　
　
　
―「
登
龍
門
」石
碑

現
在
の
池
田
小
学
校
は
、
市
内
で
最
初

の
小
学
校
で
、
明
治
６（
１
８
７
３
）年
に

豊
島
郡
第
一
区
第
一
番
小
学
校
と
し
て
、

建
石
町（
現
阪
急
文
化
財
団
池
田
文
庫
付

近
）に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
第
一
番
小
学
校

に
は
、
池
田
、
木
部
、
東
畑
、
西
畑
、
才

田
、
尊
鉢
の
６
カ
村
の
子
ど
も
た
ち
が
通

い
ま
し
た
。
翌
年
、
開
校
式
が
挙
行
さ
れ
、

大
阪
府
権
知
事
渡
辺
昇の

ぼ
り

が
臨
席
し
ま
し
た
。

式
を
通
じ
て
、
地
域
の
人
々
に
対
し
、
学

校
の
創
設
が
い
か
に
重
要
な
事
業
で
あ
る

か
を
印
象
付
け
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
開

校
を
記
念
し
て
、
渡
辺
の
自
筆
に
よ
る「
登

龍
門
」の
字
を
刻
ん
だ
石
碑
が
建
立
さ
れ
ま

し
た
。
登
龍
門
は
、
立
身
出
世
や
人
生
の

岐
路
と
な
る
よ
う
な
関
門
を
意
味
す
る
言

葉
で
、
中
国
の「
竜
門
と
い
う
激
流
の
川
を

登
っ
た
鯉
は
龍
に
な
る
」と
い
う
伝
承
が
語

源
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
石
碑
は
、
現
在

も
池
田
小
学
校
の
入
口
に
建
っ
て
い
ま
す
。

側
面
に
は
、
府
内
の
学
校
創
設
に
尽
力
し

た
、
府
学
務
課
長
日く

さ

柳な
ぎ

政ま
さ

愬の
り（
三さ

ん

舟し
ゅ
う）の
漢

詩
が
刻
ま
れ
ま
し
た
。
漢
詩
に
は
、
小
学

校
設
立
に
よ
っ
て「
不
学
の
家
」が
な
く
な

り
、
多
く
の
才
能
あ
る
人
材
の
輩
出
を
可

能
に
し
、
池
田
の
繁
栄
を
実
現
す
る
と
い

う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

北
豊
島
小
学
校
の
開
校

―
紆う

余よ

曲
折
！？

現
在
の
市
域
の
南
部
、
神
田
や
石
橋
な

ど
の
地
域
の
子
ど
も
た
ち
は
、
明
治
７

（
１
８
７
４
）年
に
、
麻
田
村（
現
豊
中
市
）

に
創
設
さ
れ
た
豊
島
郡
第
二
区
第
一
番
小

学
校（
現
豊
中
市
立
螢
池
小
学
校
）に
通

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
同
地
域
の
子
ど
も

た
ち
が
麻
田
村
ま
で
通
う
の
は
不
便
だ
っ

た
た
め
分
離
し
て
第
二
区
第
三
番
小
学
校

（
現
北
豊
島
小
学
校
）が
創
設
さ
れ
ま
し

た
。
校
舎
は
、
西
市
場
村
の
中
村
周
助
控

ひ
か
え

家や

（
現
在
地
付
近
）に
仮
設
さ
れ
ま
し
た
。

明
治
９（
１
８
７
６
）年
、
第
三
番
小
学

校
か
ら
神
田
村
の
学
区
が
分
離
し
、
第
九

番
小
学
校
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
校
舎
は
、

か
つ
て
寺
子
屋
が
開
か
れ
て
い
た
常
福
寺

（
神
田
３
丁
目
）に
仮
設
さ
れ
ま
し
た
。
第

九
番
小
学
校
の
来
歴
が
記
さ
れ
た「
神
田

小
学
校
沿
革
誌
」に
よ
る
と
、
村
の
人
々

の
学
校
へ
の
理
解
が
薄
く
、
校
舎
を
新
築

す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
、
と
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
当
時
の
小
学
校
の
校
舎
は
、

地
域
住
民
の
寄
付
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
る

こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
た
め
、
村
の

人
々
の
理
解
が
必
要
不
可
欠
で
し
た
。

そ
の
後
、
両
校
は
、
移
転
や
改
称
、一
時

的
に
本
校
と
分
校
の
関
係
に
な
る
な
ど
、

め
ま
ぐ
る
し
く
変
遷
し
ま
し
た
が
、
明
治

26（
１
８
９
３
）年
に
合
併
し
、
現
在
地

（
豊
島
北
２
丁
目
）へ
移
転
し
て
、
北
豊
島

尋
常
高
等
小
学
校
に
な
り
ま
し
た
。

次
回
は
、
残
る
２
校
、
細
河
小
学
校
と

秦
野
小
学
校
の
開
校
当
時
の
様
子
と
併
せ

て
、
明
治
時
代
の
教
科
書
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

◆
問
合
歴
史
民
俗
資
料
館　
　

　
　
　

☎
7
5
1
・
３
０
１
９

ときの輝き

歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
９
月
14
日

㈯
か
ら
12
月
１
日
㈰
ま
で
、
本
市
に
小

学
校
が
誕
生
し
て
1
5
0
年
を
迎
え
る

に
当
た
り
、
小
学
校
の
歴
史
や
教
育
に

つ
い
て
紹
介
す
る
特
別
企
画
展
を
開
催

し
ま
す
。
今
号
か
ら
４
回
に
わ
た
り
、

展
示
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

北豊島尋常高等小学校が建つ前の様子。
学校のシンボルになるエノキが見える。

池田小学校に建つ「登龍門」石碑。

第１回


